


@ 抽回居時 加 盟 盛 臨

'JCiイ手の夏、 「ピアノの音がうるさいj と母子3人が

科された事件は、まだ記櫨に新しい。公害課では、王思

拍互に多い騒音の苦情処理に追われているが、私たち

が毎日生活していくうえで、工婚や自動車、建設現溺

などの騒音を、数えあげたらき Dがない。 1しかL、臼

常生活に最も身近な生活騒音在、非常に附んでおられ

る万が窓外にづ町、。モζ で、生活騒音はどうしたらよ

いだろうか、市民白みなさんと考えよう。

F有E主潮談室/m役所管(22)1100 
一般告律相訟・弁護士・毎月第 3 火曜日・ 131!if'~lffi，]' (人数勺級官コ

ヘ擢法律宿訣・人権探君主委員・毎月第1ゴ二庖5 ・13時-l6l持

行政苦情相談行政相談員，毎月第1士胤臼・ 13蒋 -16時
登記相談・司法書士・毎月第2金曜日ゅ 13時 -16時
中J胡建物相談，弁護士・毎月第 1 金日亜日・ 131時~16時〈人数制限有〉
発朗考案ぞ特許2相談 a 弁理士。毎月第2週尽の月曜臼・ 1邸時.......15時
下請取引巡回あっせん・県工業振興会職員・密主月第 3 木限目13時~l部告

f待費生栴相談・時費生活コンヨナノレ6<;/ト・包退京誕日 '10時 -15時

福祉会鐙内相談窓雷(33)2333 
心配とと相談・毎週月曜日く多彩5を除く〉

母子相談盆母子相談員・平目、百時-151涛305t・常設

ヲ家庭児蜜相談・家庭児童相談員・平日、 9時~16時・開設

高齢者璃縫霞相談，職業安定j所相談員・平白書時30分-16答者。常設

くださ
教育研究所拐殺努曹(31)1350 

教育 オ目説ー教育研究所職員・月曜司~金緩B・5時お寺

害警少年格差賓室/務少年課内雷(22)1700 
青少年相談@青少年相談Eヨー平、吉野字~161時ー常設

む受付時間の警いて晶るもの以外{訓告談開始時間から受吋

察渓綴談窓/潟海地区行政セン女一宮(22)271 j 

教背相談・毎週月・京電金仁 9[時~1浦和土02時半まで;
笠通事故椙液晶車水路呂 -10時~168寺( 8時半から受付〉

宅地建物相談毎月第1 企4日時~16"，"( 8時半から受付制現れ

法自招談月第2、第3、 第4金曜臼 -13時---16ffを
(8時辛かト

内職相談・ jjf;盟ヅ〈嬬F、

高齢者職芸者相談・忽週火曜日・

交通事故橋鞘・毎滋月



チピツ

中民主小学校の児童数の増加により、大野中学問敷地内に建設

中のL反物中原東小苧校校舎新築工等科L 現在、急ピッチで進め

られているが 7月初日の蹴持市議会で校名が議決され、 「松

が丘小C同空j とfたまった。 ζ の目新しい校名「松が丘ソム学校は

、中罪主ル崎一校の校長先生が新校名について、校内デレど改品で

児童に呼びかけたと乙ろ、廃架されたもののひとつで、地元の

自治会、 PTA、市教育委員会白意見が致したもの。大野地

区は、昔、伊勢山を中むとして、小高<Htfi地帯が連なってい

たといわれ、出地は内くから松の慌与に適したと地であD、 随

所に美しい伝柿があ、たところで、新設校の校名としてふさわ

しい。

松j;f丘 'J、学授は、昭和51年 4nlご開校するが、通学するほ或

l士、東中原1、 2丁目、新町、および間程司Z技プ伊塾原線以

閣の中原3了日の児童となる。

保検税算出のしかた
国民樟康保険税は、所拝観・資産|割均等割・

平等割町4方式によって算出される。算出方式は

次のとおリ。

在所得割給与所得者向場合 49忽中町収入金額

一給与控除割増控除蒸礎搾除口語税標準額×

100分町2.3

②焚護割 SOifl主国定資産税額(土地家屋分) X 
100分の17

③均等製加入者 1人吉たり年 1，440円

⑥平等割 1世管当たり年 3，120同

①①+②+③+③の合計額が12万円を超えるとき

は、 127n司を限度とする。

※割幣控除は、給与収入X5%で最高 2万円まて。

※法礎控除は19万円。

[揮出掛]

①京族 5人が加入し、加入者の49年中の給与収入

カ'132万円固定資産税額が 1万円的場合。

・所得害1] 1，320，000内二462，問。円一20，000月叩
(収 入捻与語除割幼控耽)

190，問。向=648，000円x~~~ =14，904問
l本礎控徐) (素税標準<， 100 

・資産割 1り叩円×昔 ~1 ， 700円
・均専割 1，440円X5 人 ~7 ， 200円

・干1剖 3，120円Xl世帯以 3，120悶

合計(保険視年額)26，920円

哩)"i民族5人でi止帯玉カ社会保検に加入していで‘

家族のうち 2人カ同民健康保買に日入し、世帯乏

一電話でも諮求できます-

E主な業務内容3
・戸籍謄抄2紅白受付交付・課税証00等¢受付交付

・住宜主事写レ由受材交付・図書の関暫・貸出レ

'無職草田00'専の受付交付 C日]鉱証明は除く3

E取扱時間3
平 B 8，30から19，∞まで

土曜B 8，3助、らlZ ∞ま方

);(な染入市役所市民課でも戸籍・住民家の電話受付けをしています

平塚市役所駅ピル連絡所 TEL23-2753 
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百月10臼 午前中央農協開碕支所

午後中央農協金田支出

2月II日々前掛島公民館

午後豊田公民館

9月 128 件前土宗公民館

午後吉沢公民館

9 -"116日 間中央農協中原出芸者

9月幻自 民神田公民館

9月 18日-19日 間篤i一見公民館

2月22日 民県平塚合同庁舎

9月23日 米金自公民館

草月25日 出中央農協旭支所

9月初日 夜松原公民主総

宮月29日 出中央農協四之宮出張所

9月初日-10月 l円 出花水公民館

10月 2司---3ti 民平援競輪場

10月 6日-9日 誌丸田f台体育館

午前は 2時 3C分 -11時3日分、午f甜主

1時 -31時、誌は町時30分~午後3時

。市県民税O荷主11手数料。毘定資産税Ó~君主主主主淡保険者宅

。住宅使用車寺O軽自動車税O公共一F水道使用料。E富民金

内 rr，

第 2期分の納期です

多10時間12持
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E重量政部会3
C'Jv巻博〈上所沢〕

ζ二山日重信く捜主主間)

府 Ji問努司く立野町了〉

諸長久晴(敢路J
平井芳男く真!-."'，

故馬常男 ι札場町}

品村雄司「南韓国、

高烈与問団;(四之宮〉

落合点義(田村)

細野弘じた神〕

尾昭三〈南金fヨコ
大吉 勉仁左足所〉

小嶋光 C山下〉

府 111'好夫〈中原上積〉

越光!旬開仁二土問〕

上~J...":i 之助〈同制碕)

二宮高(上吉沢〉

高田中芭仁関本町コ

森幸平く市金討〉

あらわしたもの

o応 募 資 曙 市 内 の 小 中 学 笠

心応応、罫是件 〈任工

とo (主義函に学校名、学年、民各ぞ記入

し、 -"þがなをつける。 ~"nス丘一の中

に:克三月まfx)弔しない。

く〉締切り 9 J'l3C日まで

く〉応幕先市公開緑地課電話;22-170C 内446

惑に殺する意見・繋翠ー苦矯等が
ありましたら、お気軽にお惑かげを

穏

9 詩30分時 12時30分~IE時

華豊田公民館 量豊田西町膏年金銀

神間公民館 構内会民館

下島部落公民主官 浄真帯前多集会場

羽

• 8月21Eヨ
晴 9汚 4自

律 9fll J日
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盟主主畢・辞書1歳までの赤ちゃんなら

どなたでも受けられます。当日は

母子苧棋を忘れてずに括ってきて〈

ださい。

臨時間・午前 B時30分-10時30分
8月21日 岡崎公民館

fr 28日 前沢公民館

9月 4日 金田公民館

.fr ll白 土毘公民館

タ 12日 市役所 B会議主主

'" 1汚日 豊田公民措

死亡率の高い脳卒中やdむ臓病等。

早期発見のため、結摺及び循環怒鳴

患等の健康診断を各地区i忠臣1して行

うので、ぜひこの機会に検診を置け

て、自分自身白健康を在産めていただ

きたい。

題盟対車者・ 15歳以上白方〈学生、勤

め人を除く〉

軍事時間・午前-9時 30分-11時
午時一13時 3C分-15時

認なお、民印白会場こついてはJ日開

による聴打診、横成〈糖、 E歪E:"=il
が行われる。ただし40藷から6，歳

まで。詳し〈は保健衛生諜く載22
・1700円融233)~。

務巡回目選

B月19A l'FRiJ 花1<台母子技

，y 20n 午前抄安寺境問24軒 町

午横波re~て公民館

，y 21円午前市役所A会議 主

午後来信善公民館

ク 28日今前旧四之官公民際

午愛大神公a開

。つ2日与ニM
十 八橋村学校
ι 

月を経過して、 2主主宋葡の乳幼児

(欝 2期は受けられませんコ

鐙時間 '13時30分~15時まで。ただ

し来日Jの会場は14時 -15時。

額i盟隠日程

2月19日 旭公民館構内問地集会

場出中央農協士沢支所

タ 22日 平擢保健所間企図公民

館京豊田公民館

，y 23日 須 賀 公 民 館 大 野 公 民 館

出松原公民館

ク 258 花京公民館神田公民館

出棋島公民館

中際公民館

八幡公民蕗

平埋市民病院金自公民

館民宮崎公民館

ク 268
，y 29日
夕 30臼

笹尾茂樹ちゃん
ささお しげき

大終 602-5 平塚信用金扇へお勤

めの笹尾繁さんてn静ヲと照子さ

ん (24麓 3の長男で、君主在7か 月

身長70宇、部皇室10九。

連日うだるような暑さの中で、

あせものひとつな〈、気持ちよさ

そうに行水をしていた。 10九もあ

る没密くん、オデブちゃんだが母

乳で育っているせいか丈夫で風邪

ひとつひかない。それに 181日
位しか泣かない、手のかからない

よい子。 5(年 1月12日生

a問診票〈 ζ の塁宮中才必ず家で記入し

て障問そ測定してきてください〉

く〉予お銭 穫を 受け られ ない 人

ill予防接種世受けて一連関たってい

ない人。的立しか、 BCG、誼昼、

ノト児マヒ生ヲクは、モれぞれ 1か月

の開扇をおかないと受けられません

⑤ そ ¢地、有熱者、けいれん性障

費、心脂血管系、軒膿または肝臓に

00吾、が品D医師にとめられている人

f三穫J毘合芋防療事璽〉

額対象・第:期-31ill受ける。

2縄 (24カミ月コから4提 (48か
月〕までの幼児。(接種間勝者は 2
回 3担]とも 3i盟聞から 8週間〉

章者2期-1 受ける。

第 1期の 3回白が終ってから 1年

以上白期闘をすぎた2識 (24カ明

〉から4綾 (48か月〉までの幼児

絵36か月までに 1 期~，完了しないと

2期白追加接種が、 48か月までに

受けられなくなDますので、 C了

意ください。

重量時間 '12時 30分 """'lf時まで。ただ

し封印の会議は14時-....1~持。

翻巡回呂窓

[8月1
26日花JすI(L~l~館平塚市民病祝

27日神悶公民館八幡公民館

出城島公民館

28日中原公民館金自公民館

京阪ポ公ム:館

19月]

16呂花水公民館平塩市民病院

は
そ
け
る
と
と
が
で
さ
な
い
。
一
引
制
料
一
期
荷
台
叫

φ
子
宮
が
ん
検
ぷ
帯

La九
斡
v
U
4
ハJ
1
4
h
H

一・

9
バ
同
日
新
県
児
の
取
り
扱
い

お

時

か

左

守

間

ま

で

。

了

五

百

持

ち

ゃ

ん

の

合

て

万

対
象
は
一
一
一
十
五
語
以
上
白
方
。
た
だ
一
マ
会
期
市
間
同
B
会
議
一
子

し
、
佑
語
八
斗
名
似
降
の
方
は
、
今
晩
一

V
時
間
件
後
l
時
初
先
か
ら
別
勘
。

の
品
開
訴
に
な
る
。
一
〉
持
寧
す
る
色
の
母
子
山
地
鹿
手
除
、

門
が
ん
の
健
康
相
談
凶
一
軍
記
府
県

門

γ

酢
尚
々
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で
。
一
い
〉
申
込
み
電
話
か
は
か
主
で
、
市

反
師
に
よ
る
州
談
。
一
位
民
間
生
諜
〈
一
T
問
時
間
町
九
一
喝

門
一
婦
人
と
が
ん
の
集
い
一
日
一
平
一
点
以
U

内
組
二
一
一
二
)
へ
。

ヤ

時

閣

議

品

加

分

か

ら

み

ま

一

幼

稚

国

保

育

で
百
滞
前
日
本
理
婦
人
斜
学
会
戸

a

f

!

料
に
採
駄
を

n白
ま
で
に
申
請
を

幼
稚
殴
に
長
関
し
て
い
る
問
、

<>SFl24B (日〉雨天吃開

く〉集合場所平塚駅 31経

8時
Gコース 平底駅ー氾子駅神武-，-p裏

資口組rー医王山神武寺一世師堂

J持取山東芝子訳平塚

<>持参するもの 弁当、水i;-弘交通貨

系勺400fTJ

京詳しいことは体育課(霞31胴 3060)へ

一一一一一帯一一一一一

崎
門
，

J

索
者
加
え
土
が
手
か
p

り
離
れ
や
す
〈

す
る
十
お
に
、
わ
ず
か
の
ア
ル
カ

y

悼
の
材
料
品
先
ス
れ
た
も
白
で
し
た
。

子
供
の
宇
の
荒
れ
は
、
長
時
間
粘
土

を
使
用
し
た
た
め
、
苧
の
水
分
が
と

ら
れ
、
ま
た
、
粘
土
に
含
ま
れ
て
い

る
ア
ル
カ

y
三
干
の
皮
膚
を
痛
め
た

ふ
ら
の
で
し
た
。
子
洪
た
ち
が
粘
土
を

使
用
し
た
復
は
、
よ
〈
一
手
を
演
が
せ

ク
D
lム
な
ど
ぜ
ぬ
ら
世
る
よ
ち
に

古
脅
し
ま
し
ょ
う
。

使った

き 5月17日〈臼〉
8時 3分 -IC時

φとζろ平塚松竹紅谷)1̂ :
京料金{立大入、小人共100内

2月178、18日

マ
d
F

ト

の

掃

ン

上

主

メ

戦

以

の

ナ

グ

綾

庭

}

一

羽

家

ト

り
J

で

は

ス

は

住

た

ん

た

在

ま

5

ブ

ま

内

人

月

ダ

戦

市

掃

9

法

時

み

此

込

競

申

品
切

ピ鑓31・3060コ

と乙ろ桃浜庭球場

とき

-貴

9月13臼(土〉
開場 午後6時

市民センター

演奏平塚吹奏楽愛好会
喝響 曲尽明日 にむかつて、酬の父、シバの

女王、サY ドオブミ L ージック

φ応募方法入場希望の方は「討復はがき」で住所、氏名、

年齢、職業者記入自うえ、市民センター事諮問〈干 254平 塚

新情930コに申込みを



時
間
短
沖
で
漂
流
し
で
い
た
プ
ラ
ス

チ
y
ク
製
ポ
ー
ト
者
約
得
し
た
D

で
、
お
心
当
た
り
の
方
位
市
行
政
課

(常山

γ
一
む
の
ひ
内
線
一
一
一
五
一
〉

へ。マ
プ
フ
ス
チ
ッ
ク
製
ボ
1
ト
一
隻

マ
特
徴
ク
リ
ー
ム
色
立
品
目
さ
一
3

・

一一支
M

州
、
鱈
九
七
四
ノ
の
ボ
1
ト。

平
家
市
内
世
品
砕
い
て
み

る
と
、
公
衆
便
所
が
ほ
と

ん
ど
な
い
乙
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。

特
に
、
人
が
多
〈
襲
ま
る
東
混
道
付

近
の
商
一
層
留
に
な
い
の
は
非
常
に
不

便
で
す
。
や
む
な
く
、
デ
パ
ー
ト
等

が
苅
用
L
て
い
ま
す
が
、
休
み
の
時

は
ま
っ
た
く
台
記
す
よ
庁
甘
い
す
。
宇
行

者
天
一
団
主
行
っ
て
い
る
こ
と
で
も
あ

る
し
、
ぜ
ひ
、
設
墜
し
て
簡
竺
的
な

平
屡
市
に
し
て
く
だ
さ
い
。

守
お
答
え
と
世
主
拍
車
の
あ
り
ま
し

と
議
活
街
の
公
衆
梗
演

に
つ
い
て
は
、
用
地
の
確
保
が
鴎
難

な
た
め
、
現
状
で
は
設
躍
で
き
ま
せ

ん
]ζ

れ
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
今

年
一
一
斉
に
平
謹
一
駅
南
口
に
、
ま
た
、

六
月
に
平
壇
駅
北
口
(
駅
ピ
ル
一
フ
ス

カ
四
隣
り
)
に
、
公
衆
健
所
を
設
置

し
ま
し
た
。

ζ

白
公
衆
便
所
は
、
一
般
の
方
以

議
庄
活
躍
中
の
評
論
家
、
同
仲
家
な
ど

の
方
々
の
む
協
力
者
揮
で
、
次
め
と

お
り
輿
民
文
句
議
箆
伊
曲
附
く
。
多
数

参
加
し
で
い
た
疋
主
た
い
。

γ
汀川町

-m月
4
臼
「
主
婦
丈
学
綜
民
物

語
」
作
同
盟
竹
煎
寛
子

'm月
時
白
「
古
典
に
ぷ
る
明
性

像
L

評
論
軍
十
返
ナ
鶴
子

。
印
月
お
河
口
一
西
鶴
の
位
界
」
作

家
開
高
健

門
ソ
会
場
平
域
農
業
ム
ム
館

マ
時
間
午
後
2
碍
か
ら
4
時
ま
で

マ
定
員
一
一
一
白
人
(
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
る
)

マ
申
込
会
市
往
復
は
が
き
に
民
名
、

年
齢
、
性
別
、
住
京
、
亀
話
番
号
、

職
業
炉
詑
入
白
う
え
申
、
込
山
口
を
。
電

話
に
レ
ホ
e
Q
甲、込
4
も
受
付
け
る
。

マ
由
込
手
先
一
T
間
五
問
問
Efnvの
一

市
政
育
委
員
会
社
会
北
膏
課
電
高

(
幻
)
一
七
一
Q
O内
線
四
六
六

マ
締
め
切
D

9
丹

η日

小
明
船
舶
(
長
支
花
メ
ー
ト
ル
未

満
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、
神
潟
U

船、

客
樹
、
交
返
札
問
、
伴
業
船
、
モ
の
出

の
一
般
船
舶
、
た
だ
し
、
漁
船
、
ヨ

ッ
ト
、
エ
y
ジ
ン
の
な
い
船
は
捺
く
)

を
所
有
白
方
で
、
ま
戸
訂
本
小
製
船

舶
検
変
機
婦
の
績
企
#
長
け
て
な
い

方
は
、
急
い
支
棋
査
そ
そ
け
て
い
た

だ
き
た
い
。
詳
し
い
こ
と
は
、
円
ぷ

小
型
船
剖
検
査
磯
崎
葉
山
文
所
へ

〈
鳴
り
山
六
八
・
お
・

L
万
一
五
〉

広
〈
選
挙
に
関
岡
慨
す
る
も
む
で
、

宅
街
的
研
究
あ
る
い
は
自
己
の
実
践

活
動
の
部
験
な
ど
か
ら
、
選
活
者
一
間

る
ぞ
き
れ
い
仁
す
る
た
め
、
具
体
的

援
百
を
含
ん
だ
も
白
と
F
る
.
標
婚

は
自
由
。

グ人口増

地72， 340人く20，
野 46，688人 ι1l， 871 p 

E日 3，804人( 943 '" 
8ヨ18，591人く 11， 915 .1t 

畳 4，527人(1，097 ，少

崎 4，910人(]， 232 '" 

E8 6，165人(]， 722 '" 
1l!l 17，952人く 4，891 -7 

沢 4，960人(1，169 ，シ

毘 10，471人(3，616 ?-

(50. 7 1現在〉

文
タ
イ
プ
一
世
求
め
て
い
る
。
不
出
同
白
和
一
築
事
で
、
烹
休
み
を
利
治
し
て
引
っ
越
一
一
一
一
白
一
平
九
円
、

文
タ
イ
プ
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
、
重

τを
す
る
万
の
た
め
に
、
引
っ
越
し
に
す
霊
れ
な
い
方
へ
・
横
書
出

銀
行
に
寄
付
ぞ
い
た
だ
き
た
い
。
一
悼
利
な
同
軟
コ
ン
テ
ナ
を
勧
め
て
い
一
和
行
一
一
手
五
十
円
、
平
塚
高
橋
義

V
連
絡
先
造
成
銀
行
(
福
祉
会
館
内
一
る
0
2
利
用
さ
れ
る
方
は
、
次
白
と
こ
一
雄
一
千
円
、
遠
上
ク
忌
松
下
す
い

哩
一
一
お
-
一
一
一
一
七
じ
〉
…
ろ
へ
と
桐
談

ξ

一
子
一
千
円
、
憲
議
鈴
木
霊

1
っ
抽
出

L
I
コ
一
ゐ
一
塁
駒
山
還
付
一
五
i
(電
量
一
五
百
円
、
花
水
台
山
本
ま
ゆ
み
五

i

z

-

F

F

一
J

て

O
五

八

六

一

〉

一

百

円

、

ン

テ

ナ

が

便

利

ア

相

撲

襲

駅

奪

回

幻

9
0五
八
一
す
若
葉
へ
関
西
ペ
イ
ン
ト
詩

問

団

銑

で

は

、

会

社

白

人

事

異

動

や

新

一

部

第

一

一

課

」

ハ

ソ

万

四

マ
応
募
枚
板
悶
叶
白
字
づ
め
岡
高
用

紙
お
枚
以
内

マ
締
切
D

m
月
訓
告

マ
応
算
角
件
匂
原
稿
白
末
尾
に
住
所

民
名
、
性
別
、
長
苧
一
月
日
、
職
業

(
学
生
む
場
合
は
学
校
名
、
学
部
、

学
年
)
聖
記
入
。
⑦
入
選
議
文
は
、

関
る
い
選
挙
運
動
の
た
め
に
自
由
に

使
用
で
き
る
も
の
と
す
る
。

マ
送
り
先
一

Tm東
京
都
千
代
田
町
凶

日
比
谷
公
園
1
番
3
号
市
政
会
館

内
「
時
選

ω周
任
記
穴
J44
」
懸
賞
詩

文
部

-
9月
5
5
中
陳
公
民
館

-
9月
8
R
富
士
見
小
学
校

e
9月
9
白
須
賀
川
山
氏
館

・
9
月
刊
日
花
水
小
学
校

描

9
月
刊
叫
日
崇
譲
小
学
校

門
一
般
法
令
講
習
会
}

-
8月
幻
口
畑
小
学
校

・
8h月
幻
臼
ム
ム
夜
中
学
校

'
9月
刊
日
色
町
小
学
校

・
9
月
げ
日
城
島
小
学
校

5
9月
刊
日
神
田
小
学
校

・
9
月
四
日
大
野
〆
小
学
校

・
9
月
刊
叫
日
中
原
小
学
校

・
9
月
幻
自
港
小
学
校

9
月
呂
田
花
水
小
学
校

・
9
月
訪
日
富
士
見
小
学
校

・
9
月
白
日
一
円
f

一
吉
小
学
校

子

ど

も

の

箆
す。③

「
パ
パ
ヘ
a

パ
パ
は
い
つ
も
、

ぼ
く
を
し
か
つ
て
お
ね
7

え
ち
ゃ
ん

次
の
文
は
、
小
学
一
、
二
年
空
を
し
か
り
ま
せ
ん
。
ぽ

E
fー
が

が
、
お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
に
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
」
子
供
は

対
し
て
、
口
一
U
J
O
一
思
っ
て
い
る
こ
甘
や
か
さ
れ
る
に
と
争
虫
干
む
と
同

と
迄
向
い
た
も
の
の
一
部

τず
。
時
に
強
い
方
自
づ
け
や
一
議
打
向
感

①
「
お
と
う
さ
ん
へ
、
ば
ん
と
は
キ
芯
わ
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
丹
品
で

ん
の
と
き
、
い
つ
も
し
ん
ぷ
ん
を
あ
議
は
ぶ
ら
れ
、
あ
る
時
は

よ
ん
で
い
る
け
れ
ど
、
わ
た
し
み
の
が
さ
れ
る
、
と
い
う
矛
扇
を

と
い
っ
し
ょ
に
た
べ
で
く
だ
さ
子
供
は
も
っ
て
い
ま
す
包
子
供
は

い

」

日

常

中

活

で

、

b

糧

不

さ

れ

る

よ

幻

自

分

最
も
虚
弱
な
だ
ん
ら
ん
冶
議
拶
自
ら
や
っ
と
い

f中

島

夕

食

時

手

。

主

将

Y

立
行
き
づ
ま
っ
蒔

新
聞
山
登
読
み
な
が
ら
食
務
ぴ
動
&
励
ま
!J白
ζ
と
ぼ
や
、

事
す
る
の
集
え
も
の
一
吋
竪
協
力
を
も
宇
フ

Eを

で
す
。
子
供
は
お
活
な
家
職
麹
撃
も
白
手
。

疋

し

な

が

ら

楽

し

く

食

曜

子

科

か

ら

親

へ

の

要

べ
た
い
か
ら
J

一
口
う
の
て
す
。
そ
れ
惑
は
数
段
り
が
な
い
と
思
い
ま
す

に
私
よ
り
新
開
白
方
が
大
事
な
が
、
「
子
院
が
す
な
お
に
ヨ
一
替
え

の
、
と
患
っ
て
寂
レ
、
な
る
ζ
と
る
」
と
い
う
一
零
時
で
の
、
ふ
ん
い

も
考
え
ら
れ
主
9
P

気
を
つ
〈
る
と
と
て
明
子
。
「
す
な

②
「
日
ょ
う
日
、
お
と
ろ
さ
ん
は
お
に
」
と
い
う
こ
と
は
、
親
が
子

な
る
た
け
お
P
J
v
b
に
い
て
〈
だ
さ
供
歩
過
大
に
罰
附
加
し
た
り
、
過
少

川
い
」
た
ま
の
休
日
を
、
父
親
は
に
詳
硝
し
た
り
し
な
い
こ
と
で

制
勤
労
の
時
れ
を
い
や
す
休
日
、
干
す
。

r
6何
で
も
な
い
こ
と
が
一
な

附
供
は
疲
じ
れ
て
大
変
だ
と
議
じ
て
い
か
な
か
て
き
な
い
の
で
す
。
そ
ζ

即
て
も
、
時
に
は
選
ん
で
も
ら
い
た
で
、
子
院
と
共
に
考
え
、
子
供
と

川
い
、
相
手
投
じ
て
ほ
し
い
、
と
思
共
に
悩
み
子
ど
も
と
共
に
響
び
を

一
っ
て
い
去
す
。
そ
れ
は
父
親
と
の
分
か
ち
あ
っ
て
い
く
心
選
る

州
接
融
が
乏
し
い
だ
け
に
、
子
院
は
に
と
が
、
健
躍
で
明
る
い
器
庭
ヲ

ー
父
潤
と
の
接
融
を
窯
ん
で
い
ま
〈
D
に
つ
な
が
っ
て
い
〈
一
秘
げ
つ

す
。
わ
ず
か
な
時
間
学
作
つ
で
あ
ポ
ほ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

げ
る
こ
と
聖
心
が
け
た
い
も
の
で

8 J'l24毘〈悶〉
雨天の場合草月318

争§待30分~15時30分

海南平

く〉集合場所 (9時 30分〉

e大破駅前

'1l!l!J叶告を校

@高額神社

句

A
J

認を家族そろっ

や巡回日程 8月21臼げて〉市役所/24日仁日コ花木

地区自治会仁10時~12時花水公民館'花水会館/
B持 ----15時 扇怯車検場・八官民町消紡第 2分自民的〉

/羽田 ('1<.)共栄工業/2913(金コ i終合同庁舎/9月

7 日 (6) 富士見地区〈車時30分~11時春日神社前

/12時 30分 .-......13時 30分泌訪問会館/14時 -.-15時 4C分
富士見公民館〉

一一一一一-0一一一一-0一一一一
。やご協力晶担がとうございましたく〉。

東 海大学495京、中央農協62木、小松電子金属SL本
開原地区自治会65京、松銀地氏自治会26:本

』ま喜斥える。

〈主環境世良ぐするための恒人の役割D

について白意見。

③そむt量、テ」マにそって自由に。

く>w:.弊方法 ①内容を作文・論文帯の形式で欝ぐ。

Q) 400字づめ除稿用紙 5枚以内、黒の

イYクまたはボーノレベンで書〈。

@住所、氏名、勤務先仁学校名〉者採

稿に明記する。

裕平垣市内に在住、在勤、在学の15歳以

上白方。

く〉応募先 9 Jl20臼までに、相模111をきれいにす

る協議会事請局〈干254浅間留T告の 1

市公審議内〉

。習量
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